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1.安全な社会のため、犯罪や非行をした人の
立ち直りを支える取り組みです｡』

更生保護は、罪を償い、社会の一員として再出発しようとする人たちを

指導･援助するなどしてその立ち直りを助け､再び犯罪や非行に陥るのを防いで

地域の安全を守る制度です。

＊保護司をはじめとした地域の皆さん廷
国が協力して取り組んでいます。

2「立ち直りを支え、再犯を防ぐ」ことが
地域の安全をまもります。凸ぐ

こ
率件数

日本での犯罪の約6割は

再犯者によるものです。

立ち直りを支え､再犯を防止することが

地域の安全につながります。

3.地域の安全をまもるには
｢地域のチカラ」が必要です
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罪を犯した人の立ち直りには、本人の努力はもちろんのこと、

地域社会の中に彼らの『居場所』と「仕事』を確保し､地域との緋を保つことが重要です。

『ここにいてもいい」という安心感と、「人の役に立っている」という自信が立ち直りを支えます。
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社会とのrつながり」も大切＝

仕率があることで、経済的に自立し、

他全な社会の一興として地域社会と

『つながる」ことができ、再犯防止に

､おかえ'’」が大切。

帰る場所をつくり、『おかえり」全

迎え入れてあげることで社会か‘へ

の孤立を防ぐことが再犯防止に－

ながります。

※1平成24年に刑務所等に再入所した受刑者

■■■
1年寒潤
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1年以上 量諾鯵1

帰住先なし帰住先ありI

適当な帰住先の有無と
再犯に至るまでの期間宋

襟
有職渚侭職者

保溌観察終了時の

つながります。

※2平戚21年～平成25年 礎の有無と再犯率贋2
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罪に戻らない・戻さない
ち戒りぞみんなで支える明るい社会へ～一
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職域”霧鐘ぐi野溌亀痩蟻 霧礎露患
罪を犯した人が元々住んでいた街、その家族、取り巻く環境といった、

個々の事情を良く知る地域の人々だからこそできることがあります。

実際にたくさんの人が関わり、立ち直ろうとする人を支えています。

安心・安全な社会を実現するには、こうした更生保護の取組が必要です

地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

更生保護女性会
女性の立場から、地域における

犯罪予防の活勤や､子ども達の

健全育成のための子育て支援活

動などを行うボランティアです。
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様々な問題を抱える少年
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と、兄や姉のように身謬

電
な立場で接することで

少年の成長を助ける青孝

ボランティア団体です。､●
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上謹施設

i所後､帰る場所が

:ちに宿泊場所を提

立に向けた生活指

民間の施設です。

罪を犯して保護観察を受けることになった人の生活を

見守り、犠々な相麟にのるほか､時に助言なども行う皿皿 民間ボランティアです。犯罪を予防するための地域活

動などにも取り組んでいますデ

妻擁どうし､ラニ壁をL電鳴､ろ唖？u
･社会を明るくする運動"専用サイト『おかえり」では、実際に

更生保護活動に携わる方たちのインタビューを掲載していま

す。ぜひご覧ください！

怖くない？どうして
活動を始めたの？

彼らの暮らしは手

'零灘{社会を明るくする運動おかえ薯
httpi/Aviv-Ar.kousoihogo-not.jp/okaGri/

"社会を明るく_まる運動"にたくさんの人が取り組んでいます
犯罪や非行のない地域社会を築くために、全国で取り組まれている運動です｡犯罪や非行をした人は償いを経て、やがて社会に戻ってきます。

過ちを繰り返すことのないよう、立ち直ろうとする人の改韓軍牛について広く理解を得られるよう活動しています。

お問い合わせはお近くの保護観察所まで
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更生保思ネットワーク
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法務省保謹局@MOJHOGO

h廿ps://twitter.com/moj_hogo

灘懲悪

法務省保護局

閏，
|保護観察所 〒100-8977

束京都千代田区霞が関1‐1‐

TEL03-3580-4111

法務省では、。社会を明るくする運動燈

まつわり地域行事を開怖しています。

ぜひご参加ください。


